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平成22年3月期 第2四半期連結累計期間予想数値の修正  (平成21年4月1日～平成21年9月30日) (単位:百万円)

（％）

平成22年3月期 第2四半期個別累計期間予想数値の修正  (平成21年4月1日～平成21年9月30日) (単位:百万円)

1,111

増 減 額 (B-A) △ 1,710

増 減 率 △ 24.4

598 39.05
ご参考:　前期第2四半期実績
(平成21年3月期第2四半期) 9,584 1,002

―

―

△ 500 △ 32.63

△ 792 △ 51.70今 回 発 表 予 想 (B) 5,289 △ 604 △ 690

△ 292

―― ―

△ 214 △ 290

平 成 21 年 11 月 13 日

各 位

前 回 発 表 予 想 (A) 7,000 △ 390 △ 400

記

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期

純利益 （単位：円）

会 社 名 桂 川 電 機 株 式 会 社

代 表 者 名 取 締 役 社 長 渡 邉 正 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年6月5日に公表した業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。

問 合 せ 先 常 務 取 締 役 松 本 茂 弘

電 話 03-3758-0182

業績予想の修正に関するお知らせ

平成 年 月期 第 四半期個別累計期間予想数値の修正 月 月

（％）

業績予想の修正理由

（1） 連結

（2） 個別

の連結売上高は、前回予想の70億円を24.4%下回る52億89百万円、営業利益は、生産体制の見直しや経

当社グループが属する事務機器業界におきましては、依然として企業の収益状況の悪化で、設備投資の

買い控えや延期等により大判型プリンタの需要は低迷した状況が続いており、第2四半期連結累計期間

費削減等改善してまいりましたが、売上の減収が大きく影響して6億4百万円の営業損失となりました。

経常利益は、為替差損1億62百万円もあり6億90百万円の経常損失、四半期純利益は7億92百万円

254

当第2四半期連結累計期間（平成21年4月～平成21年9月）の世界経済は、中国等アジア経済の回復に

伴う輸出の改善で、一部景気に底打ち感が見られましたが、米国等先進国の金融危機と実体経済の悪

第2四半期個別累計期間の個別業績予想の修正は、連結業績予想の修正理由が主な要因となります。

増 減 率 △ 25.9 ― ―

129 8.45
ご参考:　前期第2四半期実績
(平成21年3月期第2四半期) 6,072 149

△ 40.46

△ 761 △ 49.71

―

△ 141

―

―

今 回 発 表 予 想 (B) 2,519 △ 708 △ 748

増 減 額 (B-A) △ 880 △ 98 △ 158

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前 回 発 表 予 想 (A) 3,400 △ 610 △ 590 △ 620

1株当たり四半期
純利益 （単位：円）

化で依然として下振れするリスクが存在しており、厳しい状況で推移してまいりました。

の四半期純損失となる見込みであります。
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（3） 配当予想

（4） 通期予想

( 業績予想に関する留意事項 )

通期の連結業績予想につきましては、下期の経済情勢が依然不透明な状況にあること、需要の低迷が

ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが、修正の

必要が生じた場合には、速やかに開示を行う予定であります。

以 上

懸念される等厳しい状況が続くものと思われ、現時点では連結及び個別とも前回公表した通期予想は

配当予想につきましては、公表済みの予想に変更はありません。

変更しておりません。

上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
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